
　野菜には、むし歯に侵されに
くい丈夫で硬い歯を作り、全身
の健康にも役立つ必須栄養素で
あるミネラルのフッ素が豊富に
含まれています。
　特にお茶の葉には驚くほどの
量のフッ素が含まれており、植
物から摂取できるものとしては
最高です。しかし飲み物のお茶
となると、フッ素の量は著しく
減少します。
　最近では葉を粉にして食べる
ことのできる粉末茶がありま
す。この「食べるお茶」には葉
に含まれていたフッ素が丸ごと
含まれていることになります。

　無駄なくビタミンや他のミネ
ラルを摂取することができるの
でお勧めです。
　その次にフッ素の量が目立っ
て多いものはじゃがいも、さつ
まいもなどのいも類です。続い
て、大根、にんじんとなってい
ます。そして野菜に豊富に含ま
れている食物繊維も人間に恩恵
をもたらしてくれます。
　日本人の腸は長くできていま
す。元々穀食人類であったこと
がその理由です。
　この腸の蠕動（ぜんどう）運
動には野菜の繊維が必要で、
さらに繊維は大腸を刺激し有害
成分を排出する働きをしていま
す。
　また野菜類を食べると、歯の
表面の汚れがある程度除去され
ます。これは「自浄作用」とい
うもので、噛むことによって食
物繊維が口の中で動き回り、歯
の表面の汚れを落としてくれる
のです。
　それによりむし歯や歯周病が
ある程度予防できます。野菜は
歯磨きの手助けをしてくれるの
です。

野菜を食べよう！
社団法人

川西市歯科医師会

平
和
記
念
式
典
に
参
加
し
て

平和な日本を保っていきたい
月岡愛莉さん（猪名川中学校２年生）

　私は、広島に行き式典に参加させていただ
きました。式典では原爆の被害者や総理大臣
がきていました。前で話していた人たち全
員、心をこめて話されていました。
　原爆に対する思いはとても強くなり戦争の
苦しさがよく伝わってきました。もう二度と
戦争という、人々を苦しめることなんてした
くないという気持ちが一段と強くなりまし
た。戦争の被害にあった人たちも、もう二度
と戦争が起こらないことを祈っていると思い
ます。そんな人々の思いを忘れず、今の平和
な日本を保っていきたいと思います。
　今回、式典に参加するという貴重な体験が
できたことに感謝し、この経験を生かしてこ
れからの生活を見直していけたらいいなと思
います。

日々の平和に感謝したい
月岡裕子さん（猪名川町若葉）

　毎年8月6日にテレビで見ていた式典に、
今年は初めて参列させていただきました。
天気も良く、蝉の鳴き声が響き、早朝でし
たが大変暑い日でした。
　大勢の来賓と遺族の方々を目の当たりに
して、画像と情報だけの知識しかなかった
ことを改めて感じました。さらに、平和記
念資料館を見学することで 66 年前の真夏
に起こった大惨事は、想像を絶する光景だ
ったことも思い知らされました。
　今ではとても綺麗に整備された広い公園
と穏やかな街並も、忘れてはならない悲し
みと苦しみを秘めていることを私たち自身
も覚えておきたいと思います。
　日々の平和を感謝できる行事に参加でき
て良かったです。
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６
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。

　

原
爆
死
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和
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に
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さ
れ
た
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岡
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岡
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。
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加
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二
人
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を
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れ
ぞ
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介
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す
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　これまで一律13,000円支給され
ていた子ども手当の支給月額が、
平成23年10月以降、次のとおり変
更となります。

【3歳未満】＝月額15,000円、【3歳
以上小学校終了前】＝①第1・2
子月額10,000円②第3子以降月額
15,000円、【中学生】＝月額10,000
円
　10月以降の手当を受けるために
は申請が必要です。対象年齢児童
がいる家庭には、あらためて10月
中に通知しますので手続きをして
ください。

子ども手当の支給額が
変わります

オ
ー
プ
ン
講
座
を
開
催

▼
と
き　

10
月
13
日
（
木
）
午

後
６
時
30
分
～
同
８
時

▼
と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
視
聴
覚
ホ
ー
ル

▼
主
催　

町
人
権
・
同
和
教
育

研
究
協
議
会

▼
テ
ー
マ　

地
域
づ
く
り
、
職

場
づ
く
り
と
人
権

▼
講
師　

栗
木
剛
さ
ん
（
ｍ
ｏ

ｔ
ｔ
ｏ
ひ
ょ
う
ご
事
務
局
長
）

▼
申
込
・
問
合
せ　

人
権
推
進

室
（
☎
７
６
８
・
０
２
１
７
）

よ
い
食
生
活
を
す
す
め
る
た
め

の
グ
ル
ー
プ
講
習
会

▼
と
き　

①
10
月
28
日
（
金
）、

②
11
月
15
日
（
火
）
午
前
10
時
～

午
後
１
時
30
分
（
い
ず
れ
か
希
望

日
）

▼
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

町
内
在
住
の
人

▼
定
員　

各
先
着
16
人

▼
参
加
費　

５
０
０
円
（
実
習

材
料
費
）

▼
主
催　

町
い
ず
み
会

▼
内
容　

カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ

り
バ
ラ
ン
ス
献
立
の
調
理
実
習
と

講
話

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ

ル
・
三
角
巾
・
筆
記
用
具

▼
申
込
・
問
合
せ　

10
月
14
日

ま
で
に
同
会
事
務
局
（
保
健
セ
ン

タ
ー
内
☎
７
６
６
・
１
０
０
０
）

こ
ど
も
の
急
病
対
処
講
座
を
開
催

　

感
染
性
胃
腸
炎
を
テ
ー
マ
に
、

阪
神
北
広
域
こ
ど
も
急
病
セ
ン
タ

ー
の
医
師
、
看
護
師
が
分
か
り
や

す
く
解
説
し
ま
す
。

　

ま
た
水
分
や
食
事
の
と
り
方
な

ど
ホ
ー
ム
ケ
ア
に
つ
い
て
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
行
い
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
５
日
（
土
）
午

後
２
時
～
同
４
時

▼
と
こ
ろ　

川
西
市
保
健
セ
ン

タ
ー

▼
内
容　

①
講
義
「
感
染
胃
腸

炎
に
つ
い
て
」
②
看
護
師
に
よ
る

ホ
ー
ム
ケ
ア
指
導
（
水
分
の
と
り

方
、
経
口
補
水
液
に
つ
い
て
、
下

痢
の
と
き
の
食
べ
物
、
お
し
り
か

ぶ
れ
に
つ
い
て
な
ど
）

▼
定
員　

先
着
40
人　

▼
申
込  

①
電
話
（
☎
７
７
０
・

９
９
０
１
、
平
日
午
前
９
時

～
午
後
５
時
）
②
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://www.hanshink-

kodomoqq.jp

）

▼
そ
の
他　

受
講
無
料
、
託
児

あ
り

▼
問
合
せ　

同
セ
ン
タ
ー
事
務

局
（
☎
７
７
０
・
９
９
０
１
）

難
病
医
療
相
談
会

▼
と
き　

10
月
19
日
（
水
）
午

後
２
時
～
同
４
時　

▼
と
こ
ろ　

伊
丹
健
康
福
祉
事

務
所

▼
対
象　

阪
神
圏
域
在
住
の
脊

髄
小
脳
変
性
症
・
多
系
統
萎
縮
症

の
患
者
と
そ
の
家
族

▼
内
容　

講
話
・
実
技
「
家
庭

で
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
」

▼
講
師　

瀬
川
恵
さ
ん
（
兵
庫

県
立
尼
崎
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
科
理
学
療
法
士
）、
末
廣
律

子
さ
ん
（
同
科
作
業
療
法
士
）

▼
申
込
・
問
合
せ　

10
月
11
日

ま
で
に
伊
丹
健
康
福
祉
事
務
所

（
☎
７
８
５
・
７
４
６
２
）

高
齢
者
世
帯
の
住
宅
防
火
診
断

　

希
望
者
は
、
10
月
15
日
ま
で
に

各
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
連
絡
願
い
ま
す
。

▼
実
施
期
間　

11
月
１
日
～
同

30
日

▼
実
施
対
象　

つ
つ
じ
が
丘
小

学
校
区
（
肝
川
、
猪
渕
、
猪
名
川

台
、
差
組
、
つ
つ
じ
が
丘
各
自
治

会
）
の
高
齢
者
世
帯
（
65
歳
以
上

だ
け
で
お
住
ま
い
の
世
帯
、
昼
間

65
歳
以
上
だ
け
に
な
る
世
帯
）

▼
実
施
内
容　

消
防
職
員
が
各

住
宅
を
訪
問
し
、
火
災
の
要
因
と

な
る
暖
房
器
具
、
調
理
器
具
な
ど

が
安
全
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
調

査
し
、
火
災
予
防
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
ま
す

▼
問
合
せ　

消
防
本
部
（
☎

７
６
６
・
０
１
１
９
）

簡
易
耐
震
診
断

　

震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
わ
が

家
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た
め
一

部
負
担
に
よ
り
、
簡
易
耐
震
診
断

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
対
象　

昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
な
ど

（
平
成
12
～
同
14
年
度
に
実
施
し

た
「
わ
が
家
の
耐
震
診
断
推
進
事

業
」
を
受
け
た
人
は
対
象
外
）

▼
個
人
負
担
額　

３
千
円
（
木

造
戸
建
住
宅
の
場
合
）

▼
申
込
・
問
合
せ　

都
市
環
境

課
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、同
課
に
申
請（
☎

７
６
６
・
８
７
０
４
）

▼
注
意　

申
請
が
な
い
の
に
突

然
耐
震
診
断
員
が
訪
問
し
て
診
断

を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

▶
猪
名
川
町
か
ら
の
千
羽
鶴

◀
式
典
会
場
前
で
２
人
で
記
念
撮
影

（
写
真
右
が
月
岡
裕
子
さ
ん
、
写
真

左
が
月
岡
愛
莉
さ
ん
） 対象家庭には

10月中に通知します

　10 月 1 日から「こども医療費
助成制度」として、小学校 4 ～ 6
年生を対象に、外来医療費の保険
診療分 1 割を助成します。
　対象年齢児童がいる家庭には、
すでに案内を送付していますの
で、まだ申請をされていない家庭
は早めに手続きしてください（た
だし所得制限があります）。

こども医療の申請は
お済みですか？
外来医療費の保険診療
1割を助成します

問合せ 福祉課（☎ 766―8701）

平
和
を
考
え
る
夏

＜３＞ 広　報　い　な　が　わ平成２３年（2011年）１０月１日


